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新成人決意表明

2021年11月19日、地元の河東学園小学校

5年生の皆さんを対象に出前授業を実施し

ました。これは東長原事業所のCSR活動の

一環として、化学の面白さを理解し、興味

を持ってもらう目的で2010年から始めたも

ので、今年で12回目となります。

授業では、液体窒素やドライアイスを

使って物質の状態の変化を観察する「物質

の三態」実験と、紙おむつの中に入ってい

るPAS（吸水性樹脂）を取り出し水を加え

変化を観察したり、洗濯のり等でスライム

2022年1月11日、今年成人を迎えた従業員のお祝いをし

ました。

西村事業所長から、記念品として柘植（つげ）の印鑑

とマナーブックの贈呈があった後、「生活を支える製品

を作っている事業所で働く事への誇りを持ち、新成人と

いう新たなステージでの更なる活躍に向けてこれからも

共に頑張りましょう」との激励のお話がありました。

新成人からは入社以降の2年間を振り返り、何も分から

ず先輩に助けてもらっていた頃と比べて今は仕事を任せ

てもらえる事に喜び、やりがいを感じているという頼も

しい言葉と共に、今後は責任感のある大人として後輩を

引っ張っていきたいと決意表明がありました。

成人を迎えた4人が今後さらに飛躍してくれることを楽

しみにしております。 所属長との記念撮影

2022年1月7日、近隣8地区役員の皆さま並びに地元選出の市議会議員をお招きし、事

業所説明会と意見交換会を兼ねた新年交歓会を記念館にて開催しました。これは事業所

の活動をご理解いただくために毎年開催しているもので、今年も新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため飲食は行わず、参加者の方々の間隔を十分に確保できるよう人数を

制限して実施しました。

はじめに、西村事業所長から参加者の方々への挨拶がありました。参加された地区役

員の方々からは、コロナ禍で事業所とのコミュニケーションが減ってしまっている中、

納涼祭の代替行事として昨年秋に実施した事業所見学会への感謝のお言葉をいただきま

した。また、吉田市議会議員からは、事業所のある長谷地地区の市道拡幅工事が着工さ

れたことについて報告がありました。これは、2020年4月に近隣5地区区長の皆さま、場

内企業の担当者の皆さまとともに会津若松市役所に出向いて道路整備の早期着工要望書

を提出していたもので、地区の皆さまと連携できた事を嬉しく感じております。

今年も様々な形で地域の方々とコミュニケーションを取り、地域貢献を継続していき

ます。

会場の様子西村事業所長挨拶 吉田市議会議員ご挨拶

皆さま、ご安全に。本年1月より着任いたしました西村です。

私自身、約12年ぶりの東長原への赴任となりますが、今年はここ数年で一番の大雪と

なり、久々の会津の地の手厚い歓迎を受けております。

さて、昨年も一年を通じて新型コロナウイルス感染症拡大の影響のため、事業所に

おける地域の皆さまとの交流を深める機会は大きく制約を受けることになりましたが、

一方で、事業活動においては景気も回復の基調にあり、昨年は事業所として過去

最高の収益を達成することができました。

昭和電工は、来年2023年から昭和電工マテリアルズとの統合新

会社として新たなスタートを切ることになっております。東長原

事業所は、世界トップクラスの機能性化学メーカーに相応しい、

技術力と独自性を有する製品群の製造拠点として、事業所一丸と

なって存在感を発揮できるように努めて参りますので、皆さまの

ご協力を何卒よろしくお願いいたします。
東長原事業所長 西村 智文

を作ったりする「ゲルの生成」実験を、前半後半の入れ替え制にして行いました。

どの実験も学校では体験できない内容との事で、始まる前から児童たちのワクワク

感が伝わってきました。どのグループも楽しみながらも真剣に取り組んでいました。

最後に代表の児童から「とても面白かった！」と感想をいただき、後日、お礼状と

感想文が届きました。今後も出前授業をはじめとした事業所のCSR活動に力を入れてい

きます。

実験内容の説明


